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34．製紙 工 業に おける微生物蝕 害とそ の対策

　　 に 関する研究 （第 4 報）

　　　 各種製概用副材料 の ス ライ厶 抑制剤の効力

　　　　に 及ぼす影響 （白水試験）

阪大醗酵

　　 吉井宗平，和田 亘 男 ， 寺本四郎

　 目的　　さ きに 大阪近傍の 故紙，藁等を原料とす る

K ・S 両製紙工場の製紙製造工 程中の 汚染箇所よ りス ラ

イ ム 形成 に 関与す る 微生物の 分離結果及び分離菌中頻

出度の 高 い 菌株数種 に つ き ス ラ イ ム 抑制 剤の 効力と温

度条件の関係につ き検討 した結果を醗 工 誌 ， 紙，パ ル

プ 技協誌 に それ ぞれ 発表し た．

　今 回 は 各 種上 質紙 製造時 の 慣用白水組 成 ec従い 添加

する各種副材料の 組成含量 を変化させ た場合に つ きパ

ル プ水 の み の 場合を対照 と して 各種ス ラ イ ム 抑制剤 の

効力の 消長 を検討 した，

　方 法　　ス ラ イ ム 抑制剤 として 有機水銀，同錫剤及

び フ ェ ノ
ール 系 剤等計 4種 を用 い 試験菌 株 と し て ス

ラ イ ム 形成関与菌中頻出度 の 高 い 菌 株 で あ る ASP・

orJuae
，
　EscheriChia　cati を使用 した．尚培地 として は水

道水 に パ ル プ 0・1％ を均
一

に 混 入 し た パ ル プ 水 を対照

用培地 とし， 別icパ ル プ 水 に添加す る製紙 用 副 材 料

（サ イ ズ 剤 ， 硫酸 バ ン ド，ク レ ー 尿 素樹脂，澱 粉等）の

添 加量 を上質紙 製 造 慣例 に 従い 変化 させ た 合成白水培

地 A ，B．C ．D ．E の 5種 を調製 試 験管 に 分注 し 3 日間

何れも蒸気釜 で 殺菌 して 試験培地とした．（pH 　4・8〜

5・O）こ の 合成白水培地に 上記 ス ラ イ ム 剤 を 0，10，20，

30
，
50ppm の 濃度区分に なる様 3 日間前培養した 試

験菌懸濁 液 と共 に無菌的に 注 入 し 3 ［ヨ間30℃ で 振盟培

養した．尚観察は肉眼観察後 Pfeffer寒天培地 で 斜面

培養して 静菌的効果か 否 か を測定 した．

　結 果　　上記試験の 結果対照用 パ ル プ水の 場合は何

れ の ス ラ ／ ム 剤に 於て も何れ も菌株 の 発生は 低濃度に

於 て 認め られ るが各種合成 白水培地 で は 対照に 比 し菌

の 発生が 比 較 的多い 傾向が見られ 逆 に ス ラ イ ム 剤 の 抑

制効力が低下する事が認 め られ る，従 つ て
一

般製紙工

程 を考 え合 わす場 含殊更 に 添加す る各種副材料の ス ラ

イ ム 抑制剤の 効 力へ の影響 は殆 ん ど認め られ な い と考

え て よ い．

35．微生物の 培 養に 於 け る Scale −up の 研 究

　　　　醗酵液 の レオ ロ ジーに つ い て

明治製菓　佐藤 公男

　 目的　 Streptomycin（St）及びKanamycin （Km ）

の 醗 酵液 の 性状が Penicillin （Pc ）の それ に 比べ て 著

し く高粘度 で あ り， 従つ て 酸素溶解速度 に 及 ぼ す影響

が極 め て大 きい 点 に 注目して 醗 酵液 の レ オ ロ ジ ー的解

析に よ り Scaie−up に 関す る 要因の 解明 を行なつ た．

　方法　 　（1）0 ．A ．R ．の 測定 は亜 硫 酸 ソーダ 法 に よ

り，（2）粘度 は B 型 回転 粘 度 計 を使 用 し27℃ で 測 定，（3）

降伏値の 測定 は Couett 比型 レ オ メ ーターを使用 し27

℃ で Cup 　speed をO− 200r・P・rn ．まで 変化せ しめて 角

遠度を測定し ， 流動曲線 よ り図法 に 従つ て 求 め た．

　結果 　　醗酵液 に つ い て経時的に 粘 度 （η）及び降

伏値 （θ。） を測定 した とこ ろ ，
St．及 び K 皿 ，の 醸酵液

ともに 準塑性流動を示 し ， 特 に Km ．に 於 い て は チ ク ソ

トロ ピー
性 が 顕著 で あつ た．

　St・に 関 して は 醗 酵 全期を 通 じ θ。
． ・O．072？，　 Km ．に

於て は 醗酵 の あ る時期まで θ
。
＝O．073n なる関 係 式 が

成 立 す る．Pc．の 醗酵液に 於て は 醗酵後期 に ダ イ ラ タ

ン シ ー
の 現 象が 認 め られ た，

　次 い で 模凝培養液に つ い て 菌体量 ， 粘度及び 降伏値

等 の O．A ．R ．に 及ぼ す影響を検討 した．

36．深部培養法に よ る ゑψ，niger の ア ミラー

　　 ゼ生 産 に およほす 溶存酸素の 影 響

阪 大醗 酵　金野範 之，照井堯造

　 目的　　砌 ・niger の 深部培養 に よ る 水解酵素の 生

産に対する通気条件 の影響に つ い ては既往の 研究 で か

な り よ く検討 され て い るが 溶 存酸 素 準 位 と菌 の 応 答 に

立 脚 し て の 解析は 未だ不充分 と思 わ れ る ．

　 こ の 報告で は 各種溶存酸素準位 で の 培養過程 に お い

て 呼吸 力，増殖 な らび に ア ミ ラーゼ 生 成 の 様相 を検討

し， 分子状酸素の 影響 に 関す る 2 種の 観点す な わ ち既

成細胞 の 代謝に 対す る酸素の 影響 お よ び 細胞 な い し細

胞活性 （と くに 酵素生成力）の make 　 up に 対す る酸

素の 影響 に つ い て 検討した結果を報告す る．

　方法　　培養 は 20‘容量 の Jar　fermenter で 行 な

い ，〔02〕 準 位 の 維 持 は既 報 に 準 じ た．培 養温 度 は 30

P とした。糖化力活性は 2 ％可溶性澱粉に 酵素液 を40

℃ ， 1時間反応 の mg グル コ ース ！ml 酵素液 を以 て単

位数 と し糊精化力 は露D を 以 て示 し，何れ も当研究 室

の 常法 に よ つ た．（な お S一ア ミ ラーゼ
，

α
一ア ミラーゼ

の 測 定 は別 に詳報す る）．

　結果　　〔02〕準位 0．2mMIL の 培養 に お い て ， 初

期に 比 増殖率μ と呼吸力の 最大値 は ほ ぼ 同時 に現われ ，

増殖 の Negativc　 acceleration 　 phase に お い て 比酵素
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